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	１．教育目標
	胸部腫瘍学分野の研究者および専門医として、自立して研究活動を行うことができる人材を育成する。さらに、胸部腫瘍学における最先端の専門的知識と技能を習得するとともに、新しい研究課題にも斬新な発想で積極的に取り組む創造力と行動力のある人材を育成する。最終的には、国際的視野と豊かな感性に支えられた倫理観を持ち、人類の健康福祉の向上に貢献できる人材を育成することを目標とする。
	２．到達目標
	（1）肺癌、中皮腫、胸腺上皮性腫瘍の臨床病態の解明と新しい治療法を開発する
	（2）アスベスト発癌の病態解明と化学予防法にとりくむ
	（3）肺癌、中皮腫、胸腺上皮性腫瘍を分子生物学、免疫腫瘍学をもちいて解析する
	３．成績評価の方法と基準
	４．教科書・参考書
	５．準備学習
	・研究テーマに関連する背景、最新の知見を収集し、文献リストを作成し、研究の意義を説明できるようにしておく（3時間程度）。
	・研究に関する基礎知識、技術について自習する。（例）臨床研究に関する指針、実験プロトコール、実験結果の取り扱い、統計学的手法、など（２時間程度）。
	６．フィードバック方法



